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クラブの要 山スキ－リーダー２名誕生 

（ぶなの木 SC） 
―山スキ－リーダー実技講習会 2025 3月 1日（土）～２日（日）栂池高原スキー場 

全国スキー協山スキ－部主催の上記行事が開催され、山スキ－リーダー養成・検定・研修が行われま

した。全国から養成・検定 11名、研修 11名、一般山スキ－6名、一般ゲレンデ 5名の計 33名が参加

しました。 

山スキ－リーダー養成・研修のコースでは・ビーコン操作 ・チームでの捜索 ・シミュレーション捜索 ・雪

崩地形と登行 ・安全な滑降 ・（心肺蘇生法） ・（応急手当）。一般山スキーコースでは・登行レベルアップ ・

滑降レベルアップ ・幅広く実践経験を積む。一般ゲレンデコースでも・ビーコントレーニング・山スキーの

基礎。3/1の夜には現役ガイドである旭立太さんによる座学講習があり、充実した内容でした。 

指導員・山スキーリーダーは率先してクラブを盛り上げる要です。実技の養成・検定に新たに 11名

もの受講者があり、いきいきとした楽しいクラブ活動が期待されます。 

 

２０２４年１０月２０日に山スキーリーダー養成座学を受け、

まるまる１日かけた内容の濃い座学だった。受講もさることな

がら講師陣も資料作成には相当な手間がかかっているだろう

と脱帽。また世間で話題になるバックーカントリー事故時のガ

イドさんの刑事的責任とは山スキ－リ―ダーに課せられる資

格とはちょっと違うと自身では思っているので、山行メンバー

と安全に助け合いながら楽しめたらと思っている。ぶなの木

SCの経塚会長から何年も山リ取得を打診され断り続けてき

たが少しずつ恩返しできるよう精進していきたい。（新井） 

 

研修の為にいろいろ設定を考えてもらい、より実戦に近い研修ができました。 （長谷川） 

 

ぶなの木スキークラブからは、50代の 2名の女性会員が挑戦し、見事に合格しました。山スキー部に

は、女性山スキーリーダーは、今まで、ぶなの木の浅井さんしかいなかったのですが、ジェンダー平等の

視点からも、新しい女性リーダーが必要だと思っていました。50代で次世代を担うリーダーとして、活躍

されることを期待しています。 （ぶなの木スキークラブ会長 経塚） 

 

愛知スキー協会 第 54回定期総会  7月 6日 労働会館  

今年は、労働会館(イオンモール熱田近く)です。予定してください。 
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実技講習を受けたぶなの木SCのみなさん 
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深雪クラブ in志賀高原スキー場  2025 年 3 月 14日～17日 

今年も志賀高原のスキーに参加しました。参加者は 8名です。私の業務の見通しが甘く、1時

間近く待たせて出発しました。途中澤田号の方たちとサービスエリアで出会い、追いかけるよう

に向かいました。チウーホテルに 11時ころに着くと、雪が降っています。荷物を下ろしていると

燃料を入れた澤田号が来ました。 

 翌日の朝、今後の天候が心配されるのでリフト券をどうするか相談しました。旅慣れしている

冨野さんの話を聞いて、スマホを使いネットで何とか男性の２日分の全山券を購入しました。券

売機のある高天原に行くのは無料なので、タンネの森リフトに乗って券売機へ。窓口のとなりに

ある機械に QRコードをかざして１枚ずつ購入して一ノ瀬へ出発。 

 澤田さんのスキー教室が始まりました。途中、寺子屋や焼額山とスキー場を変えて練習しなが

らゲレンデの違いを楽しみます。昼食は高天原まで行ってピザをいただきました。今後の天気が

良くないせいか、いつもより空いていました。ビデオも撮影して夕食後は大反省会。指導を受け

て、ローリングと後傾がずいぶん改善され別人のようになった自分の滑りに感激しました。 

 ２日目は朝から部屋中に響く風の音で、ゲレンデ情報を見るとどこもやっていません。サンバ

レーがやっているということなので、１０時頃下見に行きました。なんと、駐車場はほとんど風

が吹いていません。帰って報告すると皆準備して出発。しかし、

行き先は温泉のある熊ノ湯に変更。温泉の駐車場に駐めて移動し

ます。ここも微風状態と思っていると、リフトの途中から強風に

変わりました。澤田教室２日目開始。風が強くて思うように進め

ないときもあり、講師も風に煽られて止まったと思ったら転ぶこ

とも。安藤さんに中級指導者に合格して欲しいという願いから厳

しい指摘もありました。 

 ４時頃終わると、予定外に入浴できることに。入っていると従

業員の方も入浴。スタッフの時間だったようです。色は乳緑色

で、熱いので薄めているとのこと。地下通路を通ることもあっ

て、温泉に行ったと感じさせる湯でした。 

 夕食後は、ＵＮＯをやって交流。皆疲れているので１回で終了

し、戸川会計の集金。                       【タンネの森】 

 ３日目は予想外に天気が崩れなかったので、一ノ瀬のエリア券４時間で滑りました。最初に出

屋敷さんのレンタルブーツが壊れて、そんなこともあるのかと驚きました。スキー教室はほとん

ど安藤さん個人レッスンになり、他の人は前日までの復習をしました。 

 撤収し、澤田さん行きつけ「羅臼」のそばを食べます。そばが切れて 2人は鍋焼きうどんに変

えてくれました。感謝。湯田中の源泉掛け流しの露天温泉に浸かってから、分かれて帰宅しまし

た。  (深雪 岡崎) 

スキークラブ直滑降 「さよならスキー」～まだまだ雪はたっぷり～ 

開田高原マイアスキー場に S.C.直滑降の「さよならスキー」として３月１

５､１６日に行ってきました。マイアスキー場は標高が高く、この時期でもた

くさんの雪があり、２日間とも細かい雪が降り続くあいにくの天気でしたが、

春スキーを楽しんできました。 

マイアスキー場は自ら「秘境のゲレンデ」と自虐するぐらい人がいません。

さすがに土日でしたので、いつもよりは滑る人が多く、高速リフトの間引きもありませんでした

が（平日のリフトの席は半分くらい）、リフト待ちはほとんどなく、快適に滑ることができました。 

宿は毎年宿泊しています「天空の宿・京こじま」です。なんといっても京懐石の食事がおいし

い宿です。今回もおいしい食事を楽しませていただきました。 

参加者は３名と少なかったのですが、十分に楽しい「さよならスキー」となりました。 
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第２戦 in御嶽スキー場 

 2025 年３月１日（土）～２日（日）に、東海ブロックと関西ブロック共同の第２戦が開催され

ました。 

今年から、長野県の御嶽スキー場に場所を移して、１週前の週末は厳しい冬模様だったのが打

って変わっての春スキーのような天候でした。コース費用は掛かるようになってしまいましたが、

その分、パラダイスゲレンデ下部バーンを貸し切っての大会は、雄大で贅沢な大会の開催となり

ました。 

１日目、快晴。スラロームでは、例年ですと、まず練習ポールをセットし、トレーニングを行

い、セットし直して大会～という流れでしたが、広くバーンを使えたために、トレーニングセッ

トと大会セットを２セット別に立てることができ、うまく使うことを考えれば、隙間でポールト

レーニングも可能な流れができそうでした。 

１日目夜。今回、初めて競技に参加される方もお見えになり、お子さんの滑走に、並走したり、

コントロール紐や抱きかかえ等の対応をしたりしても大丈夫～という案内や、転倒した場合や追

いついてしまった場合の本来のルールなどもお話させていただきました。また、今後の運営に関

しても、皆さんが楽しめる提案があれば、どんどん気軽にお話していただきたい旨もお伝えしま

した。 

２日目、曇り～ときどき小雨、表彰式の後半から小雨。なんとか天気はもちましたが、季節外

れ？の春の掴み雪が現れ、前半の１本目と２本目で 10 秒も差がついてしまうほど板が滑らなくな

ってしまい、皆さん苦労しました。開催した２日間だけ春スキーでした。 

運営としては、まず、スタート・ゴール・計測のやり取りがうまく嚙み合わず、大きくロスし

ていました。マニュアルを作っていたのに、それ通りに進めないことが、余分な時間を使ってし

まうという悪い例だったと思います。また、暖かかったために、ゴールのセンサー自体が雪が緩

んでしまいずれてしまうことが多々あり、こちらも対策が必要になってきました。 

役員の方も、関西の方も積極的に配置させていただ

き、皆で作り上げる大会として、徐々に広げられそうな

感じになってきました。今回は、初めてで慣れていない

部分もあり、上手く進行しないこともありましたが、さ

らに広げて、皆でつくる大会として確立できていくとい

いなぁ～と思わせる大会でした。 

HEAD さんの賞品はもちろんのこと、参加賞の入浴剤や

副賞のお酒など、とても充実したお土産は、他には全く

ない素晴らしい大会だと思いますので、更なる人集めに

繋がっていって欲しいと思います。             【表彰の後の集合写真】  

スキー協全国競技会 

2 月 22 日～24 日の日程で新日本スポーツ連盟第３５回全国スポ

ーツ祭典 第 51 回全国スキー・スノーボード競技大会が行われま

した。22 日は練習、23 日に GSL 競技会 24 日 SL の競技会でした。

澤田知希は練習のみの参加です。安利 GS5位 SL5位・寺田康平 GS1

位（ボード）SL1 位・康男 11 位・三宅秀和 GS9 位 SL5 位 三宅幸

一 GS4 位でした。リザルトは全国スキー競技会の HP に掲載されて

います。                           【スキー協全国大会】 

 

訂正 ２０２５/３/３付け No.361 号で山スキ－リーダーぶなの木スキ－クラブ 7 名誕生（速報）は間

違いで、2名でした。訂正しておわびします。（浅井） 
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上級指導員養成のための特訓講習 3 月 21 日 藪原高原スキー場  

 大阪の赤木指導員を養成して 三宅幸一、米村、加藤(武市)が参加して行った。 

検定書目（ベーシックパラレル・洗練のパラレルターン１・洗練のパラレルターン３・真下への

横滑り）などを繰り返し練習した。ゲレンデがすいているので高速の大回り、小回り、コンビネ

ーションなども。苦手なコブも何とか滑れるようになって成果は充分であったと思う。 

 

これからのスキ－行事 

２０２５東海ブロックゴールデンウイーク ポール練習会 

野沢温泉スキー場 5 月 3 日(土)～5 日(月) ポール練習予定 

昨年は、猛烈な暑さのため 5 月 3 日のみで 4 日~はポールすべてのチームキャンセルになりまし

た。今年は今のところたくさん雪があり、できそうとのことです。 

今年も 5 月 3 日 GSL 4 日 SL 5 日 SL(GS)で野沢温泉スキー場小毛無バーン(コケナシ＝長

坂ゴンドラ降りたところ)を予約しました。この時期練習したいグ

ループが多く希望のバーンが取れるか分かりませんが、要望は受理

されています。 

宿は、宿「マウントサイドにしなみ」の予定でしたが、都合が悪

くなりました。急遽、みなさんに当たったり、知っている宿をあっ

たりしましたが、何とか見つけることができました。 

「シャーレ野沢」0269-85-2229 豊郷 4835-1 

  参加費 35000 円（2.5 泊 5 食）予定（大目に計算してあります） 

硫安を撒くので快適に練習できます。ポール練習をしない方も大歓迎です。 ポール参

加のみは、１日 2000 円です。 

 問い合わせ・申し込みは、澤田 090-2180-8644  1 次締め切り 4 月 ５日(土) 

宿と確認をします。 

2025 乗鞍大雪渓を滑ろう     主催：愛知スキー協山スキー部 

さつき晴れの一日、雄大な乗鞍の雪渓を滑りましょう。 

大きな雪渓・素晴らしいオフピステです。 

日時 ２０２５年４月 29日（火・祭日）日帰り 集合 三本滝駐車場 8：00 

＊4/２９が雨予報の場合は中止します。その場合は 4/２7に連絡します。 

持物・用具は参加申込者に別途連絡します。 

参加費 約 1,500円（救出基金・事務諸経費等） 

問合せ申込み：4/２０までに浅井千恵 FAX又はメールしてください。 

深雪スキークラブ山菜採り  

５月１８日（日）主な採取場所 岐阜県高山市久々野町 舟山国有林 

 コシアブラ、タラの芽、ワラビ、山ウド、藤の花、コゴミ（ギリあるかも） 

昼ご飯は山菜天ぷらとバーベキュー(戸川さんの元別荘旧アルコピアスキー近く)です。 

問い合わせ 浅井 FAX 0562-32-0205 メール asaichie@ma.medias.ne.jp 
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